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類以上もの再現実験をおこなった。実際にいくつかのあざやかな青色顔料が生成できたことは非常に興
味深い。さらに、第２節で、生成した青色顔料の物性を分析し、その科学的特徴を明らかにしたことは評
価に値する。中世の青色人工顔料が実際の作品方同定された報告はまれではあるが、1988年にHelen 
Howardによって調査されたイングランドの壁画の分析結果では、類似の青色顔料について論じられてい
る。今回の髙橋の再現実験で得られた製品の一つは、Howardらの報告に共通点が多く、先行研究の確認追
試であるとともに、物性に関する追加情報をもたらした点において新規性がある。第3節では、実際に生
成した人工青色顔料をさまざまなメディウムを用いた塗布実験と簡易的ではあるが劣化実験をおこなっ
ている。実際に作った人工顔料がどのような用途に適したものであったのか、その顔料を使う立場からそ
れを実証することは重要である。この結果から、フレスコ画に も適しており、おそらく安価で大量に生
成し、建造物等に使用した可能性が高い人工顔料であったことを示唆している。以上の実験、科学的検証
により、近代以降の文化財調査において見過ごされ、存在すら「忘れられた」青色を、西洋中世の顔料リ
ストに追加したことは、今後の文化財調査に貢献すると評価できる。 
以上、本論文は美術史および文化財保存修復を専門とする髙橋が、優れた文献レビュー能力を主軸とし
て進め、文化財を構成する重要な要素である顔料の材料研究および文化財保存に寄与する論考である。本
研究を進める過程で、すでにギリシャとデンマークで学会発表を2件おこなっており、国際的評価も高い。
髙橋は、本研究対象の顔料が用いられている可能性のある実物作品調査を研究の重要な一部として位置
づけ、渡欧の予定であったが、コロナ禍にあり、海外での研究が阻まれた中で研究の一部が進められなか
ったのは残念であった。しかしそういった課題を残しつつ、文化財保存や美術史分野の研究者を巻き込み
ながら、将来的にさらなる展開が期待できる研究であるといえよう。 
公開報告会では高橋は参加者から示された複数の質疑に明快かつ適切な回答を与えた。 
以上の点から、本論文は博士（文化財）の学位を授与するに十分な内容である。 
 
